	職種：経営管理    職務：営業管理

【概要】

店舗および取次店の経営指導・監督や外交営業員の指導・管理など、営業全般についての管理を行う仕事。

【仕事の内容】

営業管理の仕事は、大別すると以下のとおりである。

①店舗管理

定期的に店舗診断を行うと共に、店長・従業員の指導から様々な面での店舗運営支援を行い、さらに店舗内外観保全も担当する業務。

②外交営業管理

外交営業に関する計画・企画の策定し、外交営業管理の推進体制を整備すると共に、外交営業管理の実施、評価をPlan-Do-Seeのマネジメントプロセスの観点から実施し、定期的に見直しを行う業務。

【求められる経験・能力】

（１）　営業管理に関する一定の実務経験が要求される。また、会社全体の予算や業績などを管理することから、高度な計数管理能力が必要である。

（２）　顧客ニーズに応える商品を提供するために、顧客志向力や常にアンテナを張って情報をタイムリーに幅広く収集する情報探求力が求められる。

（３）　店舗における販売方法や営業員による販売まで指示・指導することから、店舗や営業部門の協力が不可欠である。このため営業管理の仕事には、他者と協力しながら円滑に業務を進めるためのコミュニケーション力も求められる。

（４）　全社の人的資源を適切にマネジメントしながら、業務目標の達成に向けて組織を活用できる能力が必要となる。

【関連する資格・検定等】

・クリーニング師（クリーニング業法、都道府県知事）

・販売士1級（日本商工会議所）

・中小企業診断士（中小企業支援法、社団法人中小企業診断協会）　など

【平成１１年改定・労働省編職業分類（小分類）との対応】

　２３１（会社の管理職員）  ２８１（営業・販売事務員）  































































































































